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  取り扱い  配布をもって解禁 

記 者 発 表   
 

 
  あの羽越水害を忘れない、今を安全に生きる  

  

荒川は今年も１０月から「サケ釣り」が始まり、賑わいを見せています。 

例年全国から２，５００人ほどの参加者があり、毎年受付開始後、即定員に達する盛況

となっています。サケ釣りには近隣の宿泊施設とセットとなった宿泊パックもあり、荒川

周辺の地域活性化にも繋がっています。 

なお、荒川北部に位置する三面川でも昨年度からサケ釣りが開始され、荒川同様に賑わ

いを見せています。 

現在、一般の方がサケ釣りを行うことが出来る河川は全国で十数河川程度であり、参加

者は全国各地から集まり、平成27年度は関東・中部地方からの参加が約8割を占めまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同時発表記者クラブ  問い合わせ先 

県政記者クラブ 

新県政記者クラブ 

NHK新潟放送局（村上報道室）

新潟日報（村上支局） 

村上新聞社 

いわふね新聞社 

 

 国土交通省 北陸地方整備局 

羽越河川国道事務所 

 副所長(河川)  武藤 

調査課長    近藤 

ＴＥＬ：0254-62-3211（代） 

 

荒川のサケ釣り概要 

１．調査区域  調査区間は荒川頭首工下禁漁区より高速道路橋まで約6.8km 

２．対象魚種  シロサケ 

３．釣獲方法  ルアー・フライ・餌釣り 

４．釣獲尾数  従事者１名につきオス鮭５尾／日まで持ち帰り可 

（メス鮭は鮭のふ化事業のため持ち帰り禁止・係員が回収） 

５．調査捕獲  河川でのサケ釣りは、水産資源保護法により漁業者が増殖のために捕獲する場合を除き、 

全面的に禁止されていますが、荒川では「サケ資源の有効利用の可能性を調査する」という事で 

特別に許可されています。 

６．問合せ    荒川鮭（サケ）有効利用調査委員会 ※今年度の応募受付期間は終了しています。 

0254-62-1125 (平日9:00～16:00) 

info salmon-fishing.jp 

http://www2.salmon-fishing.jp/index.php 



 

【参考資料】 

 

 

１．荒川のサケ釣り 参加者数 

 ・平成27年度 2,789 人（応募人数 2,914人） 

・平成28年度 3,175 人（応募人数） 

 ・地方別参加者内訳より、平成27年度は 

関東・中部地方から約８割が参加 

・平成27年度の総採捕数は約6,800尾 

（平成26年度 約5, 800尾） 
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H27 地方別参加者数内訳 


